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説明会・行事等は日程・内容が変更される場合があります。必ず学校HP等でご確認ください今春の進学実績については巻末の「高校別大学合格者数一覧」をご覧ください

生徒の自律を基本的なテーマとし、適切な生活
習慣の定着と、コミュニケーション力の養成に力
を入れています。家庭での予習・復習の習慣づけ
を入学当初から励行。また、ホームルームや自分
を深める学習など、教師や友達とふれあい、意見
交換する機会を多く設けています。

修学旅行、校外学習、文化祭、スキー教室、球
技大会など季節を追って様々な行事があります。
中高一貫部では、歌舞伎鑑賞教室や合唱祭、生徒
会選挙なども行われます。クラブ活動も盛んで、
中高一貫部は運動系20、文化系13、高等部は運動
系・文化系とも21のクラブが活動しています。

生活指導・心の教育 学校行事・クラブ活動

〈URL〉https://www.tokyoseitoku.jp
　　　　大正15年（1925）王子高等女学校として
創立。昭和40年（1965）東京成徳短期大学、平成
5 年（1993）東京成徳大学が開学。同11年より共
学化を進め、同15年（2003）に完全共学化。

創立者・菅澤重雄の「教育の要は徳育である」
という信念と、自らの経験に基づく「実務に役立
ち、勤労の尊さを知る教育」の重要性に鑑み、「徳
を成す人間の育成」を建学の精神としました。創
立からまもなく100年を迎えるに当たり、「東京成
徳ビジョン100」を策定し、目指すべき将来像と
して「『成徳』の精神を持つグローバル人材の育成」
を掲げました。創造性とチャレンジ精神を涵養し、
主体的に学び、考え、行動する人材の育成に日々
取り組んでいます。

〈中高一貫部〉完全 6 年一貫教育体制で、 6 年
間の時間を有効に活用して、各教科で基礎学力の
構築にとどまらず、実践的なコミュニケーション
力や表現力など社会で活用できる力を養っていま
す。2022年度より始まった新課程の中ではそうし
た社会的なスキルの構築を目的としたオリジナル
プログラムへの取り組みを実践しています。

3 期・週 6 日制を基本に、英語と数学は中 2 よ
り習熟度別の少人数授業を行うほか、英語は週 8
時間のうち 3 時間が外国人講師による授業で、中
学では年間10時間以上のオンライン英会話を取り 

入れています。また、校外学習などを題材に探究
活動に取り組み、それぞれが自発的な学びをICT
機器の活用でより深く取り組むことができていま
す。自己の中にインプットした体験をプレゼン
テーションや動画作成などを通じて表現し、主体
的な学びを行っています。
〈高等部〉　主に国公立大学への進学を念頭に学

習指導を行う特別進学コース、難関私立大学への
進学支援を軸に据える進学選抜コース、中堅私立
大学や系列の大学・短大など多様な進路選択を可
能にする進学コース、以上 3 つのコースを用意し
ています。また、特別進学コースにはＳクラスを
設置して、未来を牽引する志を持ち、最難関の国
公立大学を目指す若者を育てています。 3 コース
とも 2 年になると文系・理系に分かれますが、 1・
2 年は共通のカリキュラムで、学習の理解度や意
欲次第で 1 年から 2 年へ、 2 年から 3 年へ進級す
る際にコースを変更することも可能です。

中高一貫部には、一般教室をはじめ、各種実験
室、専門教室、情報図書館、武道体育館、ラーニ
ングコモンズなどがあります。約340人収容の
ヴェリタスホールには、最新の音響・映像設備が
整っています。

一方、高等部の校舎には、プラネタリウムや温
水プール、トレーニングジムを整備しています。
生徒ホールやラウンジ、カフェテリアといったく
つろぎのスペースも好評です。

沿革

校風・教育方針

カリキュラムの特色
環境・施設設備
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■2024年度入試日程
　　　　　全入試で特待合格判定あり
募集人員 出願期間 試験日 発表日 手続締切日

1 回一般 60
1/10〜1/30

2/1 2/1 　　
　　特待 20 2/1午後 2/1
2 回一般 20

1/10〜2/1
2/2 2/2

2/11　　特待 20 2/2午後 2/2
3 回一般 20 1/10〜2/2 2/3 2/3
　　特待 20 1/10〜2/3 2/4 2/4
DL選抜※ 若干 1/10〜2/3 2/5 2/5
※DL＝Distinguished Learner
　　　　　　一般 1 回は併願優遇あり
募集人員 出願書類郵送期間 試験日発表日手続日

推薦* 170 1/15〜1/17 1/22
試験当日

1/31*
一般 1 回 170 1/25〜1/27 2/10 2/22※　　 2 回 60 2/14
＊推薦Ⅰ（単願）・Ⅱ（併願）・Ⅲ（自己推薦等）。
Ⅱ・Ⅲは東京・神奈川以外。併願は延納可
※国公立の一般 1 次発表翌日まで延納可
■2024年度選考方法・入試科目
　　　　　一般：2 科か 4 科（特待判定は 4 科のみ）
特待： 2 科　DL選抜：詳細は学校HP参照
〈配点・時間〉国・算＝各100点50分　理・社＝
各60点30分　〈面接〉なし
　　　　　　
推薦：書類審査、適性検査（国・数・英）
一般：書類審査、国語、数学、英語
【推薦基準】Ⅰ（単願）　特進 5 科22　選抜 5 科
19　進学 5 科17　Ⅱ・併願優遇は 5 科に＋ 1 　　生
徒会役員、英検・漢検・数検などで加点　全教科
に 1 ・ 5 科に 2 がなく、原則 3 年次欠席10日以内
〈配点・時間〉国・数・英＝各100点50分
〈面接〉なし
■2023年春併設大学・短大への進学
併設大学の受け入れ枠内で、在学中一定の成績を
修めた者が進学できます。〈推薦進学者数〉

東京成徳大学― 7 （子ども 4 、応用心理 3 ）
東京成徳短期大学―進学者なし
■指定校推薦枠のある主な大学
慶應義塾大　東京理科大　青山学院大　立教大　　
中央大　法政大　学習院大　日本大　日本女子大　　
明治学院大　成城大　専修大　獨協大など
■2023年春卒業生進路状況
卒業生数 大学 短大 専門学校 海外大 就職 進学準備他
416人 324人 0 人 29人 2 人 0 人 61人
■2023年度入試結果
　　　　　男／女
募集人員 志願者数 受験者数 合格者数 競争率

1 回一般 60 51/49 48/44 38/38 1.3/1.2
　　特待 20 54/37 45/30 32/23 1.4/1.3
2 回一般 20 57/49 25/18 17/10 1.5/1.8
　　特待 20 57/42 31/28 22/24 1.4/1.2
3 回一般 20 78/51 33/25 26/19 1.3/1.3
　　特待 20 64/43 26/20 19/13 1.4/1.5
ＤＬ選抜 若干 13/13 3/6 2/5 1.5/1.2

　　　　　　一般は 1 回／ 2 回
募集人員 志願者数受験者数合格者数 競争率

推薦 170 382 365 363 1.0
一般　170/60 545/119 452/67 435/48 1.0/1.4
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学校説明会　要予約
★中学校　10/22　11/19　1/21
入試説明会　11/19　12/17　1/21
校舎見学会&体験授業　9/10
オープンスクール　10/14　11/11
★高等学校　10/8　11/3　11/19
オープンキャンパス　9/2　9/9　9/16
ミニ説明会　10/14　10/21
過去問解説会　12/17
個別相談会　11/12　11/26　12/3　12/10　12/17
見学できる行事　
文化祭　9/23・9/24（入試相談コーナーあり）

中高一貫部　〒114 – 8526　東京都北区豊島8 – 26 – 9　☎03 – 3911 – 7109　
学校長　木内　秀樹高　等　部　〒114 – 0002　東京都北区王子6 – 7 – 14　☎03 – 3911 – 5196


